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動成分の増大の多くは非線形成分が増大したためである。 4 章で述べた E 応答の性質を考慮すると，こ
れらの性質は錐体の特性を反映していると推定される。簡単な錐体応答のシミュレーションにより，イ
オンチャンネルに関係する蛋白質に internal transmitter が結合する速度定数と，結合した internal





以上，本研究では錐体と L 型水平細胞との相互作用を明らかにするとともに， L 型水平細胞における
明順応現象を光強度の広い範囲で調べた。主たる結果として，明るい光が照射されると，最初に光の明






い，定量的に解析したものである。そのため，入力としては m系列で変調した光刺激を用い， L 型水平
細胞の膜電位を出力のモニターとして用い，網膜(視細胞-水平細胞)での光信号の伝達特性の測定を
行っている。
論文は 7 章からなる口第 1 章序論では研究の意義を，第 2 章では従来の知見の整理結果を，第 3 章で













過程が錐体でいかにして生じ得るかを推論するイオンチャネ Jレモデ jレを提案している。第 7 章はむす
びである。
以上，本論文は，広い動作範囲を実現する機構としての視覚の明)11員応過程を解析したもので，センサ
ー技術の基礎に新たな知見を加えた。よって工学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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